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Center for the Studies of Higher Education, Nagoya University 

講演要旨 
  

 アメリカの学士課程カリキュラムは、教養（一般）

教育、専攻、自由選択を構成要素とする。そのうち

教養教育は、学士過程の教育理念を代表するとさ

れながらも、実際にはもっとも問題を抱える部分と

いわれ、繰り返し改革が行われてきた。 第１に、近

年の改革の焦点の全体的な傾向を概観し、第２

に、とくに研究大学における特徴について、いくつか

の事例を具体的に検討し、第３に、日本の大学に

とってのインプリケーションを考察する。 

 

日時：2007年2月7日（水） 

         16時～18時 

場所：名古屋大学 東山キャンパス 

   文系総合館3階 会議室 311号室 

言語：日本語 

お問い合わせ： 

         夏目（内線5693) 

         seminar@cshe.nagoya-u.ac.jp 

 

吉田 文 氏 
独立行政法人メディア開発教育センター 

アメリカの研究大学における  

教養教育のカリキュラム開発 


